行 事 報 告 書（研修）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報告者： 大地祥子
	 行 事 名
	会員相互研修

	実施日時
	２５年８月１２日（月曜日）　１０時～１５時　天候：晴れ

	場　所
	アプリ甲東

	テーマ
	会員相互研修

	講師
	児玉勝久、坪田義治、野村健次、飯盛秀穂、永野徹

	参加者数
	３５名

	内容
（項目と概要）
	１０：００～１２：１０　
今月の花「ノウゼンカズラ」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　児玉勝久

「１０月例会・生田川ハイクの楽しみ方」　　　　　　　　　　　坪田義治

六甲山の特徴（断層でできた山、花崗岩でできた山、大都会の背後にできた山である）
　六甲山の成り立ち、生き物、植生の話を聞き、１０月例会に期待を膨らます。
「写真で見る昆虫の世界＋α」　　　　　　　　　　　　　　　　　野村健次

　身近な昆虫、トイレの虫さま、両生類・爬虫類の写真を見ながら解説を聞き、理解を深めた。

「甲山で‘展葉フェノロジー‘調査をしませんか？」　　　　　　飯盛秀穂　

　フェノロジーの説明を聞き、甲山で調査活動をしないかとの問いかけがあった。

１２：１０～１３：００昼食休憩

１３：００～１５：００

宝塚ガーデンフィールズ保存の嘆願書に署名の依頼　　　　加藤義徳

「同好会の紹介・活動状況」

北山クラブ：第１木曜北山植物園で実施　　　　　　　　　　　北垣二夫

山歩会：月１回月曜実施　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平山元哉

「壱岐・対馬紀行」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　永野徹

壱岐・　対馬の古代史の話から入り、２島めぐりの様子を詳細に聞く。

「伊吹山・夏のお花畑紀行」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　児玉勝久

　伊吹山の名の由来から地質、植生等の話の後、西遊歩道から東遊歩道の植物を観察すると昨年とは花の時期が遅れ、鹿，猪の侵入により、コオニユリ、ギボウシが減少しているとの事でした。

	まとめ
感想
	日程変更があったが、３５名の参加が得られた。各講師の貴重な話を聞き、更に関心を深めることが出来た。
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